
 

 

平成 27 年７月 30 日 

各    位 

会 社 名  美 樹 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  岡田  尚一郎 

 (ＪＡＳＤＡＱ コード番号：1718) 

問 合 せ 先 取締役管理本部長  魚 澤  誠 治 

  T E L  0 7 9 - 2 8 1 - 5 1 5 1（代表） 

 

業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

平成 27 年２月 12 日に公表いたしました平成 27 年 12 月期第２四半期累計期間連結業績予想及び平成 27 年 12 月期第２四半

期個別業績予想と本日公表の実績値との差異について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 27 年 12 月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異（平成 27 年 1 月 1 日～平成 27 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株 当 たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 14,500 570 540 330 30.17 

今回実績（Ｂ） 14,599 926 941 520 47.62 

増減額（Ｂ－Ａ） 99 356 401 190 － 

増減率（%） 0.7 62.6 74.3 57.8 － 

（ご参考）前第２四半期実績 
（平成 26 年 12 月期第２四半期） 

14,853 535 499 328 30.07 

 

２．平成 27 年 12 月期第２四半期（累計）個別業績予想値と実績値との差異（平成 27 年 1 月 1 日～平成 27 年６月 30 日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株 当 たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 7,000 500 300 27.43 

今回実績（Ｂ） 6,508 622 408 37.38 

増減額（Ｂ－Ａ） △491 122 108 － 

増減率（%） △7.0 24.5 36.3 － 

（ご参考）前第２四半期実績 
（平成 26 年 12 月期第２四半期） 

7,446 540 335 30.65 

 

３．差異の理由 

（連結） 

売上高につきましては、当社の建設工事及び設備工事において前年同期と比較して大型工事の完成が減少したも

のの、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において、消費税増税後の反動による受注・完成高の減少か

らの回復がみられたことから、前回予想と比較して微増の 14,599百万円となりました。 

利益につきましては、当社の建設工事において収益性の高い工事完成があった影響や、連結子会社であるセキス

イハイム山陽株式会社において販売費及び一般管理費の抑制に努めた影響等から、営業利益は前回予想比 62.6％

増の 926百万円、経常利益は前回予想比 74.3％増の 941百万円となりました。また、特別損失 13百万円及び法人

税等 336百万円等を加減した結果、四半期純利益は前回予想比 57.8％増の 520百万円となりました。 

 

（個別） 

売上高につきましては、建設工事及び設備工事において前年同期と比較して大型工事の完成が減少した影響等か

ら、前回予想比 7.0％減の 6,508百万円となりました。 

利益につきましては、建設工事において収益性の高い工事完成があったことから、経常利益は前回予想比 24.5％

増の 622百万円、四半期純利益は前回予想比 36.3％増の 408百万円となりました。 

 

以 上 


